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生研ニユース
◇電力遽蜥器の試験

　薩田（節》教授らは1月23日～2月4一日の聞，關東

配電等々力攣電所に於て關東配電と協力のもと馬電力

遽籔器および開閉器の現地に於ける短絡遮蜥試瞼を行つ

た．　　　　　　’

　又藤高敷授らは2月28日～3月2目にわたり～富’
缶電氣と協力のもとに日稜立川攣電所に於て薪型遮蜥器

の充電々流遽噺試験を行つた・

　　　　圃囲圖．圃
一寄稿一
◇致授谷一郎「On　the　solution　of　the　laminar

　boundary　1aYer　equations．j　J．　Phys・Soc・Japan・

　（Vol．4，　N（）．3，　Mar．　Apr．，1949）

◇教授谷一一i郎rWater　jump　in　the　bOundary
　layer」同上くVo1．4，　N（）－4－6，　July・Dec・，1949）

◇教授谷一郎「境界暦の速度分布に及ぼす曲牽の影

響」日本機械學會誌52巻372號（1949・ヱ2）

◇助教授森大吉郎「Galerkin法について」懸用力學

　ag　3雀第13號．8頁一10頁（1950・1）
◇助教授松下幸雄，助手it　・一美「熔融したスラッ

　グの綜合研究（1）」鐵と鋼第36年第1號（1950

　・1月）　　　　　　°

N　，

＼餅

鰹ごぐ銅∴澤

蟹産研究
◇敦授菊池薦一傭蘇」機械の研究1月號
◇教授藤高周Xfs　rS型遜雷器め綾流遮蜥試瞼の結果S’－

　OHM第422號（37毬2號）116－118頁（1950・
　2月）　　．　　▼　　　　　　　　　　　、

◇助教授・野崎弘「苦汁の電解露理」璽技郷競2、

　月號

一一≠悼沿黶@　　　　’　、’

◇助教擾玉木章夫「氣腔の暦流境界層についてIIJ

　日本物理學曾懸用敷學，力學レ昔響分科會（1950

　2・4）　　　　　」

◇助教撹山本寛「陰イオソ交換操作について」國立

　科學博物館　日本化學會講演會（1950・2・18）

◇助教授．山邊武郎「イオソ交換膿の利用に關する研究」

國立科學博物館　日本化學會講演會（1950・2・18）

◇教授　糸川英夫「交流電濾使用によるイyク式磯波描

　窟器」學研磯波研究班研究會（1950　ti　2　e　18）

◇助教授小川岩雄「原子力とその懸用」銚子市學生

　科學クラブ（1950・2・26）

一薯書一
◇教授安藝較一「河と技術」250頁，17圖，160厨，

　（白揚枇）

一放邊一
◇激授　薩田武雄「やさしい科學」3月申毎週木曜日

　「土木とコソクリpV」「橋の話」「動く橋とアルミ

　の話」「鐵道の話」「トソネルの話」

◇教授　山内恭彦「やさしい科學」3月申毎週火曜E
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　　　　纒集後鴎
　　　　　　　　　　　　　　s◇3月危機という聲が喧傳されたの

竜ついこの間，はやくもi新繰5月と

なった．この號は篇藁の慮用特集號

と銘打って企豊したものの，この大

きなテーマに比しては難誌の頁数は

鎗りに少く，特選級の敷篇をやつと

載せることができたelc第．　・

．◇岸田先生からは，篤眞と生活と題

する論説と，先生の御撮影になつた

立汲な篇眞敷葉をいただくことがで

塗た．

◇星野昌一教綬からは，爲眞による

工業美學タ）明快な論丈を，天然色映

甕について昨年朝．日の科學研究奨働

金をうけられた菊池1翼一一教授からは

その方面の研究の紹介をいただい

た．渡邉要教授の立嘘角カメラ，丸

安隆和助教授の地上爲眞測愚いず

れも深い御研究の成果の」部である

シャツターについて懇切な解設をさ

れた植村恒義助教授の一・丈と共にそ

の滋味を掬していただきたい．本誌

昨年11月號にも高遼度爲眞，爲演

機距離計など本號に關係深い記事が

あったことを念のため申し添える．

◇4月のアルミ特集臨の大冊の次に

本號を手にとられると量感の不足を

感ぜられると思う。本誌櫓頁が必然

化される情勢が醸成されるよう相共

1・：努力したい．（呈L）
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　本誌はその性質上バックナン

バ篇を常にそろえてありますド

御利用下さい．

　本誌は大部分豫約のため市販1

　は陛少でナ直接稜行所宛御　i
　豫約ねがいまず　　　　　　　i

　　　　　＿年分　840圓　　i
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